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平成２０年度の取組状況 
１ 協働推進会議の開催 
【備中全域】 テーマ：子育て支援の推進 

日 時 平成２０年６月１９日（木） 

場 所 備中県民局会議棟１階会議室 

参 加 者 宮島 裕子 笠岡第一病院 副理事長 
石井 泰博 児島商工会議所 専務理事 
久保 豊子 岡山短期大学 幼児教育学科 教授 
長田 実 倉敷市立短期大学 保育学科 教授 
小河 晶子 川崎医療短期大学 医療保育科 准教授 
山野井敦徳 くらしき作陽大学 子ども教育学部 教授 
岡﨑 順子 岡山県立大学 保健福祉学部 教授 
中野奈穂子 岡山県立大学 保健福祉学部 准教授 
藤井伊津子 順正短期大学 幼児教育科 講師 
寺見 章 吉備国際大学 社会福祉学部 准教授 
片山 啓子 新見公立短期大学 幼児教育学科 教授 
三好 年江 新見公立短期大学 幼児教育学科 助教 
宇野 圴惠 ＮＰＯ法人子ども劇場笠岡センター 理事長 
中島久美子 ＮＰＯ法人保育サポート「あい・あい」 理事長 
渡辺美由紀 新見市幼児クラブ交流事業実行委員会 前委員長 
家本 光子 新見市主任児童委員連絡部会 会長 

発言要旨 ○にいみ子育てカレッジでのひろば（親子交流）は金、土曜日に開催。参 

加したくてもできない人もいる。内容を検討していきたい。 

○ひろばで若い母親と顔見知りになることで気軽に話ができる。ひとりで 

悩まない環境を作っていきたい。 

○毎年、産休、育休者が１０人以上出ている状況。企業としては、職員が 

抜けることが多く苦しいが、子どものため、地域のためと思い頑張ってい 

る。 

○地域の中で色々な人が触れあえるコミュニティーを創っていきたい。そ 

の中で子どもたちがいきいきと育つ場を創っていきたい。 

○大学の取組として、数年前から地域に図書館の開放を行い、子育てに関 

する公開講座を実施している。今後、新見の取組を参考とし、検討してい 

きたい。 

○子育てというと健常児のことを思い浮かべがちだが、障がいある子ども 

たちも含めた支援を考えていかなくてはならない。 

○日頃から地域に還元できることを考えている。地域にどう貢献していく 

かを考えていきたい。 

○岡山県は保育に関しては先進県である。今まで自分たちでできなかった 

ことを行政、地域と協力して実施していきたい。 

○新見のように大学を拠点として地域との連携を図れば可能性が広がり、 

夢も広がると思うが、一方で、子育て支援拠点はベビーカーで押していけ 

る範囲で設置するのが理想という人もいる。大学は人里離れた場所に多い 

が、今ある資源を活用しつつ実際に何ができるか再検討したい。 

○里山を活用した体験教育を実施する。大学周辺の自然に親や子どもが自 

由に遊べる環境を創っていきたい。そのためには地域との連携が不可欠。 

一時的な取組で終わらないよう持続可能な仕組みを考えていきたい。
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【井笠地域】 テーマ：地域づくり・観光振興（井原線沿線の農山村振興） 

日 時 平成２０年６月２３日（月） 

場 所 井笠地域地場産業振興センター３階会議室 

参 加 者 三宅 勝志 ＪＡ岡山西 西部アグリセンター センター長 
徳永 明義 ＪＡ倉敷かさや 矢掛営農センター 
山成 博孝 井原商工会議所 専務理事 
坂川 俊夫 備中西商工会 会長 
小野 雄二 真備船穂商工会 事務局長 
清水 明人 井原市実行委員会 委員長 
門野 三郎 真備日曜朝市実行委員会 委員長 
張谷 和弘 井笠ほのぼの市場 会長 
槙坂 一成 明治蔬菜園芸組合 組合長 
片山 幸一 下高末棚田保全組合 組合長 
松王 資子 岡山県消費生活問題研究協議会倉敷支部 副支部長 

発言要旨 ○得得市の集客が増えない。福山、神辺方面のお客をいかに呼ぶか対策を 
講ずべき。 

○今のままでは観光客は来ない。井原線は高架なので、四季を通じての景 
観（山一面の桜、田んぼの花）をＰＲすべき。大胆な発想が必要だ。 

○沿線の核になるものをＰＲしていく。例えば、矢掛に小民家を改造して 
豆腐料理が食べられる店が出来たが、井原線の利用客が増えている。 

○各地域でのイベントが集客に効果があるが、継続性の問題がある。一過 
性のものでは難しい。 

○農業の後継者不足は大きな問題だが、定年帰農者の活用を図って解決し 
ていく。農業改良普及所、町等と連携して定年帰農塾を開催している。 

○農業の高齢化が大きな問題。農家所得も増やすことが重要だが、高齢者 
もできるだけ長く続けられるような仕組みを考えていく必要がある。 

○得得市などまだまだ一般に知られていない。色々な会合等でＰＲして、 
もっと広めていくようにしないともったいない。 

○過疎地域では、今後、農と商が連携していかなければならない。 

○井原線の駅に農産物直売所、特産品販売があれば情報発信に効果的だ。 

○都会の消費者は、農業体験（シイタケ刈り、炭焼き、コンニャク、漬け 
物つくり等）を非常に喜ぶ。これからは体験させることを行うべき。消費 
者の望むことを実際に体験して分かってもらう。 

○井原線は美星町から遠い。 美星青空市までの公共交通機関があればいい。
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【高梁地域】 テーマ：備中のふるさと再生（中山間地域の活性化に向けて） 

日 時 平成２０年６月２７日（金） 

場 所 備中県民局高梁支局３階会議室 

参 加 者 牧野 義廣 高梁市中央高原三地域懇談会 産業振興研究部会長 
泉 修平 平川地区コミュニティ協議会 事務局 
村本 茂樹 吉備国際大学 環境経営学部 学部長 
小見山節夫 ＮＰＯ法人ふれあいの里・高梁 理事長 
仲田 芳人 かのさと体験観光協会 事務局長 
守屋 美雪 箭田まちづくり推進協議会 事務局長 
信里 博司 かのさと棚田クラブ 会員 
信里 泰子 かのさと棚田クラブ 会員 
加藤 幹生 高梁市企画課 主幹 

発言要旨 ○宇治地区では１０数年前から農村型リゾートとして都会からの受入実績 
があったが、人口を増やす効率のよい方法として都市との交流を推進。現 
在、尼崎の人たちと交流しているが、温かい家庭の雰囲気、第２のふるさ 
とと思ってもらうことが大事。 

○平川地区では２０～３０年前から大阪、兵庫の人と交流してきたが、今 
は停滞気味。皆、高齢化してしまい、交流できなくなった。真剣に平川の 
ことを考えるとグリーンツーリズムを行っていきたいが、受入側は準備が 
大変である。 

○川上、成羽、備中、高梁と各地域で個々にＰＲしているが、高梁全体を 
ひとつに統一的に結びつけられないのか。地域資源をいかに有効活用する 
か。高梁川という資源をどうして活用しないのか。 

○都会の人には実際に中山間地域の山や田を見てもらい、良さを知っても 
らえればよい。都市との交流は心の触れ合いが大切である。なるべく多く 
の人と接し、都会のエネルギーをもらう。 

○かのさと体験観光協会では行政に頼らない運営を考えており、いかに無 
駄な労力を省くかがポイント。 

○都市と農村の交流はお互いの地域を高め合う。何を行っても、どんなこ 
とをしても交流の種になる。 

○これまで農業体験がなかったが、作業を終えた後の爽快感、地元の人と 
の温かい触れ合いがとてもうれしく忘れられなかった。
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【新見地域】 テーマ：地球温暖化防止対策（高梁川源流の森を活かし、守ろう） 

日 時 平成２０年７月３日（木） 

場 所 備中県民局新見支局３階会議室 

参 加 者 前田 忠志 阿新地域美しい森づくりの会 会長 
山口紀久子 新見市神郷婦人林研グループ 会長 
中島 元幸 新見市森林組合 代表理事組合長 
福田万寿二 新見市新林業経営者クラブ 会長 
岡田純一郎 ＪＦＥスチ－ル（株）西日本製鉄所 総務室長 
徳田 伸一 （株）ジャパンエナジー水島製油所 総務課 
川野 孝志 （株）クラレ倉敷事業所総務部 課長代理 
山口 正志 新見市経済部 次長 

発言要旨 ○企業との森づくりは地域の活性化につながるので、地元側は受入体制を 
しっかり整備する必要がある。 

○新見は県南から遠いが、源流の森を守るということを認識してもらい、 
企業も一緒になって山を守ってもらいたい。 

○現在の林業を取り巻く状況は、材価の低迷、高齢化、後継者不足等で荒 
廃する一方である。 

○森林整備はボランティアだけではできない。企業には継続的な支援をお 
願いをしたい。 

○企業が森林整備に取組にはいくつかの課題がある。経費、手間、責任の 
問題。以上のことをクリアして企業内のコンセンサスを得ていく必要があ 
る。 

○企業が実際に森林整備を行うにあたってのポイントは、大型バスで行け 
るところ、宿泊施設が整っているところ、家族連れで行くので、トイレ施 
設が整備されているかが重要である。 

○弊社も高梁川から多大な恩恵を受けている。源流の森を守っていかなけ 
ればならないが、直ぐに実施というわけにいかない。まず、森林体験会等 
に参加し、一歩づつ進んでいければと思っている。
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【備中全域】 テーマ：食育・地産地消の推進 

日 時 平成２０年７月１６日（水） 

場 所 備中県民局会議棟１階会議室 

参 加 者 山部 慎一 倉敷かさや農業協同組合 営農部長 
若林 正明 岡山県漁連水産物展示販売所「ふゅ～ちゃ～」 所長代理 
浅原 真弓 岡山玉島市場ＬＬＰ 職務執行者 
野田裕一朗 （株）のだ初 専務取締役 
原田 節也 くらしき作陽大学食文化学部商品開発交流センター客員教授 
香西 達夫 きよね有機の郷 代表者 
西濱 英明 （有）アグリ元気岡山 支配人 
福場 信一 生活協同組合おかやまコープ井笠地域事務局 事務局長 
酒井 孝夫 （有）ウカンファーマーズファクトリー 代表取締役 
中山 晃子 うかん風ぐるま市場百姓グループ 代表 
数原 健功 （有）草間自然休養村 代表取締役 

発言要旨 ○地産地消や食について、フェアや青空市でＰＲすることが重要。 

○資材の高騰等、食の安全にはコストがかかることを消費者に理解しても 
らう活動が必要だ。 

○地産地消の生産物の引き合いは増加したが、消費者の日々の生活の中で 
価格面等でどこまで対抗できるかが問題。 

○都市との交流（宝塚アンテナショップ等）、グリーンツーリズムも農業、 
地産地消の理解に有効だ。 

○消費者との交流で、ワラビ狩り、サトイモ掘り、ピオーネ刈り等を行っ 
ているが、アピールの仕方が分からない。 

○産業（業種）相互のネットワークは有効である。互いに活動に必要なモ 
ノ、情報を補完しあえるビジネス引き継ぎサイトのような運営があればよ 
い。 

○地産地消を推進する上で、農・商工の連携が必要。このネットワークに 
もっと商工会に入ってもらいたい。 

○価格訴求から価値訴求への変更が重要だ。再生産費用を回収できるもの 
であればこそ、直売所の存在意義がある。 

○地元直売所だけでは捌けないため、岡山や高梁にも出荷しているが、返 
品も多い。販路の工夫が必要と考えている。 

○大学として地域に貢献していきたい。 

○県内１８３カ所の直売所が地域経済にもたらす効果は、試算で売上げの 
約１．６倍程度ある。経営を維持していく上での適正規模というものがあ 
るのではないか。
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【倉敷地域】 テーマ：安全・安心の備中 

日 時 平成２０年７月１７日（木） 

場 所 備中県民局会議棟１階会議室 

参 加 者 西山 寿雄 倉敷市自主防災組織連絡協議会 会長 
片山 崇 倉敷市自主防災組織連絡協議会 副会長 
吹本 秀樹 倉敷市消防団児島方面隊琴浦西分団第１部 部長 
渡辺 智 倉敷市災害ボランティアコーディネーター連絡会 会長 
吉富 勝 小寺南１組町内会 会長 
糸島 信夫 秦地区連合町内会 事務局長 
浅沼 信子 総社市消防団本部 部長 
佐藤 孝之 片田自治会 会長 
川西 清治 備南台自治会 会長 
溝手 照明 早島町消防団 団長 
角田 節男 倉敷市総務局防災危機管理室 
高渕 栄二 倉敷市消防局消防総務課 
岡中 芳浩 総社市総務部総務課 
小池 初男 総社市消防本部庶務課 
下杉 敏史 早島町総務課 
橋本 典男 早島町企画課 

発言要旨 ○心配なのは自主防災組織率の低さ。静岡県は９９％以上。愛知県、兵庫 
県は９５％以上。岡山県は４５．９％で備中地域はそれより低い。 

○玉島地域では、なかなか自主防災組織が立ち上がらない。立ち上げても 
その後どうしたらいいか分からない。 

○倉敷市の災害ボランティアコーディネーター講習を受けたことが自主防 
災組織を立ち上げのきっかけとなった。 

○危機管理の上で自主防災組織は縦の連絡網をきっちりして上から下への 
命令系統をつなげて動いて欲しい。消防団は補助しかできない。 

○地域のことは地域で守るのが基本。 ボランティア活動は、 その後のこと。 
どの地域で誰がどのような状況なのかという情報がないと全く動けない。 

○ボランティア活動は、自主防災組織や民生委員等と連携して情報交換し 
ないと役に立たない。 

○地震のときは、地域の人が全員が被災者となりうる。地域の人が誰も動 
けないという状況になる。 

○災害の時、いかに住民に伝達するかがポイント。人と人とのつながりが 
何よりも大切である。 

○秦地区連合会は組織を立ち上げたばかり。これからがスタートである。 

○災害が起きたら市が避難場所のハザードマップを作成しているので、各 
戸の老人に声を掛ける体制を取っている。 

○ある日突然襲ってくるのは地震。半日は公的援助を期待しても無理。そ 
の間は自分たちの生命、財産を守ることを前提に考えている。 

○企業がもう少し協力してもらえないか国、県、町が一緒になって考えて 
もらいたい。


